
第６回市民協働指針検討委員会 議事録 

日　時

場　所

委　員 泉谷　清、小杉　恵津子、吉田愛子

久保　純一、松本　史典、富塚　広、瀬川　真弓

恵庭市 広報広聴課長　吉田　真俊

１．第５回委員会議事録確認

２．質疑及び意見交換

事務局：

委員：

委員：

委員：

委員：

委員：

委員：

委員：

委員：

－１－

等の意見により資料7,8ページのとおり修正。これをパンフ冒頭に掲載することとし、次回までにパン
フ概要を作成する。

出席者

平成１９年３月１日（木）１８：３０～２０：３０

３０３会議室

「環境を守る」の環境は生活環境か。身近な環境、生活と解釈出来るか。

「さまざまな問題」の具体的な例示が必要。

人の繋がりが強くなった事でまちが大きくなったわけではない。逆に大きなまちになっ
て人の繋がりが弱まった。

「人は一人で生きているのではありません」という言葉はちょっとおこがましい。

「わたしたち」とは、市民か委員会委員か。

＜資料　案１：2,3ページ、案２：4ページ＞
＜新たに提出された資料の説明　5ページ、6ページ＞

会議案内の時に送った資料は、それぞれ方向性は同じだが、起点となるところが違う２
つを示した。

それぞれにいいフレーズをもっているので、案１をベースに他の資料のいいところを合
体していきたい。

「コミュニティ」という言葉がわからない年代がある。代わる言葉はないか。

「協働」をどうわかりやすく説明するか。
















